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２０１９年３月 

 

ビジネス著作権検定® 上級問題集 改訂内容のご案内 

２０１８年１２月３０日施行環太平洋パートナーシップに関する包括的及び先進的な協定（ＴＰＰ１１協定）の発効に伴う著作
権法改正および、２０１９年１月１日に、「著作権法の一部を改正する法律」が施行されました。この法改正に伴い、『ビジネス
著作権検定 上級問題集（第７版第１刷発行日：２０１７年５月３１日）』の記載内容のうち、変更になった箇所があります。詳し
くは、以下の＜改訂内容対応表＞にまとめましたので、内容を置き換えて学習をしてください。 
※なお、詳細は文化庁サイト（http://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/hokaisei/）をご確認ください。 

 

＜改訂内容対応表＞ 

 

該当箇所 改訂内容（下線部分） 上級問題集（第７版第１刷）内容 

練習問題 

第７章 ｐ．３０ 

問題５３ 

イ 無名または変名の著作物の著作権は、常に
その公表後７０年間存続する。 

ウ 著作権の保護期間が著作者の死後５０年とな
っているベルヌ条約加盟国を本国とする著作
物であっても、日本では死後７０年間の保護を
受けられる。 

イ 無名または変名の著作物の著作権は、常に
その公表後５０年間存続する。 

ウ アメリカ合衆国を本国とする著作物について
は、同国において著作権が存続している限り、
日本でも保護が与えられる。 

練習問題 

第７章 ｐ．３０ 

問題５４ 

イ 団体名義の著作物の著作権は、原則としてそ
の著作物の公表後７０年を経過するまで存続
する。 

ウ 無名または変名の著作物の保護期間は、例
外なくその著作物の公表後７０年を経過するま
での間存続する。 

エ レコードに関する著作隣接権は、原則として、
その音を最初に固定した日から７０年を経過し
た時まで存続する。 

イ 団体名義の著作物の著作権は、原則としてそ
の著作物の公表後５０年を経過するまで存続
する。 

ウ 無名または変名の著作物の保護期間は、例
外なくその著作物の公表後５０年を経過するま
での間存続する。 

エ レコードに関する著作隣接権は、原則として、
その音を最初に固定した日から５０年を経過し
た時まで存続する。 

練習問題 

第７章 ｐ．３０ 

問題５５ 

ア その書籍の著作権は、登録と同時に発生し、
著作者の死後７０年を経過するまで存続する。 

イ その書籍が団体名義の著作物であった場合、
その著作権は創作の時からその団体の解散後
７０年を経過するまで存続する。 

ウ その書籍がペンネームで公表された著作物の
場合、その著作権は原則として創作の時から
公表後７０年を経過するまで存続する。 

エ その書籍の著作権は、創作と同時に発生し、
原則として公表後７０年を経過するまで存続す
る。 

ア その書籍の著作権は、登録と同時に発生し、
著作者の死後５０年を経過するまで存続する。 

イ その書籍が団体名義の著作物であった場合、
その著作権は創作の時からその団体の解散後
５０年を経過するまで存続する。 

ウ その書籍がペンネームで公表された著作物の
場合、その著作権は原則として創作の時から
公表後５０年を経過するまで存続する。 

エ その書籍の著作権は、創作と同時に発生し、
原則として公表後５０年を経過するまで存続す
る。 

練習問題 

第７章 ｐ．３１ 

問題５６ 

ア 実演についての保護期間は、その実演家の
死後７０年である。 

ウ 連載小説は逐次著作物に含まれるが、小説な
ので保護期間は著作者の死後７０年である。 

エ 写真家Ａの写真集に収録されている写真の
保護期間は、その本が出版されてから７０年ま
でである。 

ア 実演についての保護期間は、その実演家の
死後５０年である。 

ウ 連載小説は逐次著作物に含まれるが、小説な
ので保護期間は著作者の死後５０年である。 

エ 写真家Ａの写真集に収録されている写真の
保護期間は、その本が出版されてから５０年ま
でである。 
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該当箇所 改訂内容（下線部分） 上級問題集（第７版第１刷）内容 

練習問題 

正答・解説 ｐ．７２ 

【関連条文】 

＜著作権法第４９条

１項＞ 

次に掲げる者は、第二十一条の複製を行つたも
のとみなす。 
一 第三十条第一項、第三十一条第一号、第三
十三条の二第一項若しくは第四項、第三十五
条第一項、第三十七条第三項、第三十七条の
二本文（同条第二号に係る場合にあつては、
同号。次項第一号において同じ。）、第四十一
条から第四十二条の三まで、第四十三条第二
項、第四十四条第一項若しくは第二項、第四
十七条第一項若しくは第三項、第四十七条の
二又は第四十七条の五第一項に定める目的
以外の目的のために、これらの規定の適用を
受けて作成された著作物の複製物（次項第一
号又は第二号の複製物に該当するものを除
く。）を頒布し、又は当該複製物によつて当該
著作物の公衆への提示（送信可能化を含む。
以下同じ。）を行つた者 

次に掲げる者は、第二十一条の複製を行つたも
のとみなす。 
一 第三十条第一項、第三十一条第一号、第三
十三条の二第一項若しくは第四項、第三十五
条第一項、第三十七条第三項、第三十七条の
二本文（同条第二号に係る場合にあつては、
同号。次項第一号において同じ。）、第四十一
条から第四十二条の二まで、第四十二条の三
第二項、第四十四条第一項若しくは第二項、
第四十七条の二又は第四十七条の六に定め
る目的以外の目的のために、これらの規定の
適用を受けて作成された著作物の複製物を頒
布し、又は当該複製物によつて当該著作物を
公衆に提示した者 

練習問題 

正答・解説 ｐ．７４ 

問題４６ 

エ その絵が盗難にあった等、その絵自体が報道
の内容である場合は、報道利用（４１条）が可能
である。インタビューを受けている有名人が報
道の内容である場合は、たまたま主要な被写
体である有名人の背景に絵らしきものが写って
いる程度であれば、著作物の利用とはいえな
いし、また、絵がインタビュー映像の軽微な構
成部分にとどまる場合は、付随的著作物の利
用（３０条の２）に該当するから、報道利用が可
能である。しかし、その絵画にピントを合わせて
おり、軽微な構成部分といえない場合は、著作
物の実質的な利用となり、報道の目的上正当
な範囲ではないと考えられる（４１条）。よって、
本肢は誤り。 

エ たまたま主要な被写体である有名人の背景に
絵らしきものが写っている程度であれば、著作
物の利用とはいえないが、その絵画にピントを
合わせて報道するのは著作物の実質的な利用
となり、報道の目的上正当な範囲ではないと考
えられる（４１条）。よって、本肢は誤り。 

練習問題 

正答・解説 ｐ．７４ 

【関連条文】 

＜著作権法第３０条

の２＞ 

写真の撮影、録音又は録画（以下この項におい
て「写真の撮影等」という。）の方法によつて著作
物を創作するに当たつて、当該著作物（以下この
条において「写真等著作物」という。）に係る写真
の撮影等の対象とする事物又は音から分離する
ことが困難であるため付随して対象となる事物又
は音に係る他の著作物（当該写真等著作物にお
ける軽微な構成部分となるものに限る。以下この
条において「付随対象著作物」という。）は、当該
創作に伴つて複製することができる。ただし、当
該付随対象著作物の種類及び用途並びに当該
複製の態様に照らし著作権者の利益を不当に害
することとなる場合は、この限りでない。 

※＜著作権法第３５条１項＞の上に追記 

練習問題 

正答・解説 ｐ．７４ 

【関連条文】 

＜著作権法第３７条

２項＞ 

公表された著作物については、電子計算機を用
いて点字を処理する方式により、記録媒体に記録
し、又は公衆送信（放送又は有線放送を除き、自
動公衆送信の場合にあつては送信可能化を含
む。次項において同じ。）を行うことができる。 

公表された著作物については、電子計算機を用
いて点字を処理する方式により、記録媒体に記録
し、又は公衆送信（放送又は有線放送を除き、自
動公衆送信の場合にあつては送信可能化を含
む。）を行うことができる。 

練習問題 

正答・解説 ｐ．７５ 

問題４７ 

エ 美術の著作物の原作品の所有者は、その著
作物をその原作品により公に展示することがで
き（４５条１項）、その著作物をカタログ等に掲載
することができる（４７条１項）。しかし、著作権者
の許諾なく、その著作物を鑑賞用のポスターに
して配布することはできない。よって、本肢は誤
り。 

エ 美術の著作物の原作品の所有者は、その著
作物をその原作品により公に展示することがで
き（４５条１項）、その著作物をカタログ等に掲載
することができる（４７条）。しかし、著作権者の
許諾なく、その著作物を鑑賞用のポスターにし
て配布することはできない。よって、本肢は誤
り。 
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該当箇所 改訂内容（下線部分） 上級問題集（第７版第１刷）内容 

練習問題 

正答・解説 ｐ．７５～

７６ 

【関連条文】 

＜著作権法第４７条

１項＞ 

美術の著作物又は写真の著作物の原作品によ
り、第二十五条に規定する権利を害することな
く、これらの著作物を公に展示する者（以下こ
の条において「原作品展示者」という。）は、
観覧者のためにこれらの展示する著作物（以下
この条及び第四十七条の六第二項第一合にお
いて「展示著作物」という。）の解説若しくは
紹介をすることを目的とする小冊子に当該展
示著作物を掲載し、又は次項の規定により当該
展示著作物を上映し、若しくは当該展示著作物
について自動公衆送信（送信可能化を含む。同
項及び同号において同じ。）を行うために必要
と認められる限度において、当該展示著作物を
複製することができる。ただし、当該展示著作
物の種類及び用途並びに当該複製の部数及び
態様に照らし著作権者の利益を不当に害する
こととなる場合は、この限りでない。 

美術の著作物又は写真の著作物の原作品によ
り、第二十五条に規定する権利を害することなく、
これらの著作物を公に展示する者は、観覧者の
ためにこれらの著作物の解説又は紹介をすること
を目的とする小冊子にこれらの著作物を掲載する
ことができる。 

練習問題 

正答・解説 ｐ．７８ 

問題５１ 

「プログラムの著作物」の複製物の所有者は、
自分で実行するために必要と認められる限度に
おいて、複製および翻案ができる（４７条の３第１
項、４７条の６第１項２号）。プログラムの著作物が
違法複製物であることを知って入手した場合に
は、これをコンピュータで業務上使用すれば著作
権の侵害となる（１１３条２項）。プログラムの著作
物を譲渡した場合には、バックアップ用に作成し
た複製物は保存してはいけない（４７条の３第２
項）。 

「プログラムの著作物」の複製物の所有者は、
自分で利用するために必要と認められる限度に
おいて、複製および翻案ができる（４７条の３第１
項）。プログラムの著作物が違法複製物であること
を知って入手した場合には、これをコンピュータで
業務上使用すれば著作権の侵害となる（１１３条２
項）。プログラムの著作物を譲渡した場合には、バ
ックアップ用に作成した複製物は保存してはいけ
ない（４７条の３第２項）。 

練習問題 

正答・解説 ｐ．７８ 

問題５２ 

イ 公表された著作物については、電子計算機を
用いて点字を処理する方式により、記録媒体に
記録し、又は公衆送信（放送又は有線放送を
除き、自動公衆送信の場合にあつては送信可
能化を含む。次項において同じ。）を行うことが
できる（３７条２項）。 

イ 公表された著作物については、電子計算機を
用いて点字を処理する方式により、記録媒体に
記録し、又は公衆送信（放送又は有線放送を
除き、自動公衆送信の場合にあつては送信可
能化を含む。）を行うことができる（３７条２項）。 

練習問題 

正答・解説 ｐ．７９ 

問題５３ 

イ 原則として無名または変名の著作物の著作権
は公表後７０年間存続する（５２条１項）。ただ
し、期間満了前に著作者の死後７０年を経過し
ていると認められる場合には、その著作者の死
後７０年経過したと認められる時に消滅したもの
とされる（５２条１項ただし書き）。よって、本肢は
誤り。 

ウ 保護期間が死後５０年のベルヌ条約加盟国を
本国とする著作物の保護期間は、日本の保護
期間より短いため、本国での存続期間までしか
保護されない（５８条）。よって、本肢は誤り。 

イ 原則として無名または変名の著作物の著作権
は公表後５０年間存続する（５２条１項）。ただ
し、期間満了前に著作者の死後５０年を経過し
ていると認められる場合には、その著作者の死
後５０年経過したと認められる時に消滅したもの
とされる（５２条１項ただし書き）。よって、本肢は
誤り。 

ウ アメリカ合衆国の著作権の保護期間は７０年
であるが、日本より保護期間の長い著作物につ
いては、日本の著作権法の保護期間が適用さ
れる（ベルヌ条約７条（８））。したがって、アメリ
カ合衆国において著作権が存続していても、
日本の著作権の保護期間５０年が適用される。
よって、本肢は誤り。 

練習問題 

正答・解説 ｐ．７９ 

【関連条文】 

＜著作権法第５２条

１項＞ 

無名又は変名の著作物の著作権は、その著作物
の公表後七十年を経過するまでの間、存続する。
ただし、その存続期間の満了前にその著作者の
死後七十年を経過していると認められる無名又は
変名の著作物の著作権は、その著作者の死後七
十年を経過したと認められる時において、消滅し
たものとする。 

無名又は変名の著作物の著作権は、その著作物
の公表後五十年を経過するまでの間、存続する。
ただし、その存続期間の満了前にその著作者の
死後五十年を経過していると認められる無名又は
変名の著作物の著作権は、その著作者の死後五
十年を経過したと認められる時において、消滅し
たものとする。 
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該当箇所 改訂内容（下線部分） 上級問題集（第７版第１刷）内容 

練習問題 

正答・解説 ｐ．８０ 

【関連条文】 

＜著作権法第５８条

＞ 

 

文学的及び美術的著作物の保護に関するベルヌ
条約により創設された国際同盟の加盟国、著作
権に関する世界知的所有権機関条約の締約国
又は世界貿易機関の加盟国である外国をそれぞ
れ文学的及び美術的著作物の保護に関するベ
ルヌ条約、著作権に関する世界知的所有権機関
条約又は世界貿易機関を設立するマラケシュ協
定の規定に基づいて本国とする著作物（第六条
第一号に該当するものを除く。）で、その本国に
おいて定められる著作権の存続期間が第五十一
条から第五十四条までに定める著作権の存続期
間より短いものについては、その本国において定
められる著作権の存続期間による。 

※＜著作権法第５４条１項＞の下に追記 

練習問題 

正答・解説 ｐ．８０ 

問題５４ 

イ 団体名義の著作物の保護期間は、原則として
その著作物の公表後７０年を経過するまでの
間、存続する（５３条１項）。よって、本肢は正し
い。 

ウ その存続期間の満了前にその著作者の死後
７０年を経過していると認められる場合、その時
に消滅したものとされる（５２条１項ただし書
き）。ただし、著作者の変名がそのものとして周
知のものであるとき等は、この規定は適用され
ない（５２条２項１号）。よって、本肢は誤り。 

エ レコードに関しては、その音を最初に固定し
た時に、存続期間が始まるが（１０１条１項２
号）、その発行が行われた日の属する年の翌年
から起算して７０年（その音が最初に固定され
た日の属する年の翌年から起算して７０年を経
過する時までの間に発行されなかったときは、
その音が最初に固定された日の属する年の翌
年から起算して７０年）を経過した時に、存続期
間が満了する（１０１条２項２号）。よって、本肢
は誤り。 

イ 団体名義の著作物の保護期間は、原則として
その著作物の公表後５０年を経過するまでの
間、存続する（５３条１項）。よって、本肢は正し
い。 

ウ その存続期間の満了前にその著作者の死後
５０年を経過していると認められる場合、その時
に消滅したものとされる（５２条１項ただし書
き）。ただし、著作者の変名がそのものとして周
知のものであるとき等は、この規定は適用され
ない（５２条２項１号）。よって、本肢は誤り。 

エ レコードに関しては、その音を最初に固定し
た時に、存続期間が始まるが（１０１条１項２
号）、その発行が行われた日の属する年の翌年
から起算して５０年（その音が最初に固定され
た日の属する年の翌年から起算して５０年を経
過する時までの間に発行されなかったときは、
その音が最初に固定された日の属する年の翌
年から起算して５０年）を経過した時に、存続期
間が満了する（１０１条２項２号）。よって、本肢
は誤り。 

練習問題 

正答・解説 ｐ．８０ 

【関連条文】 

＜著作権法第５２条

１項＞ 

無名又は変名の著作物の著作権は、その著作物
の公表後七十年を経過するまでの間、存続する。
ただし、その存続期間の満了前にその著作者の
死後七十年を経過していると認められる無名又は
変名の著作物の著作権は、その著作者の死後七
十年を経過したと認められる時において、消滅し
たものとする。 

無名又は変名の著作物の著作権は、その著作物
の公表後五十年を経過するまでの間、存続する。
ただし、その存続期間の満了前にその著作者の
死後五十年を経過していると認められる無名又は
変名の著作物の著作権は、その著作者の死後五
十年を経過したと認められる時において、消滅し
たものとする。 

練習問題 

正答・解説 ｐ．８０ 

【関連条文】 

＜著作権法第５３条

１項＞ 

法人その他の団体が著作の名義を有する著作物
の著作権は、その著作物の公表後七十年（その
著作物がその創作後七十年以内に公表されなか
つたときは、その創作後七十年）を経過するまで
の間、存続する。 

法人その他の団体が著作の名義を有する著作物
の著作権は、その著作物の公表後五十年（その
著作物がその創作後五十年以内に公表されなか
つたときは、その創作後五十年）を経過するまで
の間、存続する。 

練習問題 

正答・解説 ｐ．８１ 

【関連条文】 

＜著作権法第１０１

条２項２号＞ 

レコードに関しては、その発行が行われた日の属
する年の翌年から起算して七十年（その音が最初
に固定された日の属する年の翌年から起算して
七十年を経過する時までの間に発行されなかつ
たときは、その音が最初に固定された日の属する
年の翌年から起算して七十年）を経過した時 

レコードに関しては、その発行が行われた日の属
する年の翌年から起算して五十年（その音が最初
に固定された日の属する年の翌年から起算して
五十年を経過する時までの間に発行されなかつ
たときは、その音が最初に固定された日の属する
年の翌年から起算して五十年）を経過した時 
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該当箇所 改訂内容（下線部分） 上級問題集（第７版第１刷）内容 

練習問題 

正答・解説 ｐ．８１ 

問題５５ 

ア その書籍の著作権は、創作と同時に発生し
（５１条１項）、著作者の死後７０年を経過するま
での間存続する（５１条２項）。よって、本肢は誤
り。 

イ 団体名義のその書籍の著作権は、創作と同
時に発生し（５１条１項）、原則としてその書籍の
公表後７０年を経過するまでの間存続する（５３
条１項）。よって、本肢は誤り。 

ウ 無名または変名（ペンネームを含む）の著作
物の著作権は、原則としてその書籍の公表後７
０年を経過するまでの間存続する（５２条１項）。
よって、本肢は正しい。 

エ その書籍の著作権は、創作と同時に発生し
て、原則として著作者の死後７０年を経過する
までの間存続する。よって、本肢は誤り。 

ア その書籍の著作権は、創作と同時に発生し
（５１条１項）、著作者の死後５０年を経過するま
での間存続する（５１条２項）。よって、本肢は誤
り。 

イ 団体名義のその書籍の著作権は、創作と同
時に発生し（５１条１項）、原則としてその書籍の
公表後５０年を経過するまでの間存続する（５３
条１項）。よって、本肢は誤り。 

ウ 無名または変名（ペンネームを含む）の著作
物の著作権は、原則としてその書籍の公表後５
０年を経過するまでの間存続する（５２条１項）。
よって、本肢は正しい。 

エ その書籍の著作権は、創作と同時に発生し
て、原則として著作者の死後５０年を経過する
までの間存続する。よって、本肢は誤り。 

練習問題 

正答・解説 ｐ．８１ 

【関連条文】 

＜著作権法第５１条

２項＞ 

著作権は、この節に別段の定めがある場合を除
き、著作者の死後（共同著作物にあつては、最終
に死亡した著作者の死後。次条第一項において
同じ。）七十年を経過するまでの間、存続する。 

著作権は、この節に別段の定めがある場合を除
き、著作者の死後（共同著作物にあつては、最終
に死亡した著作者の死後。次条第一項において
同じ。）五十年を経過するまでの間、存続する。 

練習問題 

正答・解説 ｐ．８１～

８２ 

【関連条文】 

＜著作権法第５２条

１項＞ 

無名又は変名の著作物の著作権は、その著作物
の公表後七十年を経過するまでの間、存続する。
ただし、その存続期間の満了前にその著作者の
死後七十年を経過していると認められる無名又は
変名の著作物の著作権は、その著作者の死後七
十年を経過したと認められる時において、消滅し
たものとする。 

無名又は変名の著作物の著作権は、その著作物
の公表後五十年を経過するまでの間、存続する。
ただし、その存続期間の満了前にその著作者の
死後五十年を経過していると認められる無名又は
変名の著作物の著作権は、その著作者の死後五
十年を経過したと認められる時において、消滅し
たものとする。 

練習問題 

正答・解説 ｐ．８２ 

【関連条文】 

＜著作権法第５３条

１項＞ 

法人その他の団体が著作の名義を有する著作物
の著作権は、その著作物の公表後七十年（その
著作物がその創作後七十年以内に公表されなか
つたときは、その創作後七十年）を経過するまで
の間、存続する。 

法人その他の団体が著作の名義を有する著作物
の著作権は、その著作物の公表後五十年（その
著作物がその創作後五十年以内に公表されなか
つたときは、その創作後五十年）を経過するまで
の間、存続する。 

練習問題 

正答・解説 ｐ．８２ 

問題５６ 

ア 実演についての保護期間は、その実演が行
われた日の属する年の翌年から起算して７０年
である（１０１条２項１号）。よって、本肢は誤り。 

ウ 著作権は、原則として著作者の死後７０年の
間存続する（５１条２項）。よって、本肢は正し
い｡ 

エ Ａを著作者とする写真の著作権は、Ａの死後
７０年の間存続する（５１条２項）。よって、本肢
は誤り。 

ア 実演についての保護期間は、その実演が行
われた日の属する年の翌年から起算して５０年
である（１０１条２項１号）。よって、本肢は誤り。 

ウ 著作権は、原則として著作者の死後５０年の
間存続する（５１条２項）。よって、本肢は正し
い｡ 

エ Ａを著作者とする写真の著作権は、Ａの死後
５０年の間存続する（５１条２項）。よって、本肢
は誤り。 

練習問題 

正答・解説 ｐ．８２ 

【関連条文】 

＜著作権法第５１条

２項＞ 

著作権は、この節に別段の定めがある場合を除
き、著作者の死後（共同著作物にあつては、最終
に死亡した著作者の死後。次条第一項において
同じ。）七十年を経過するまでの間、存続する。 

著作権は、この節に別段の定めがある場合を除
き、著作者の死後（共同著作物にあつては、最終
に死亡した著作者の死後。次条第一項において
同じ。）五十年を経過するまでの間、存続する。 

練習問題 

正答・解説 ｐ．８２ 

【関連条文】 

＜著作権法第１０１

条２項１号＞ 

実演に関しては、その実演が行われた日の属す
る年の翌年から起算して七十年を経過した時 

実演に関しては、その実演が行われた日の属す
る年の翌年から起算して五十年を経過した時 
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該当箇所 改訂内容（下線部分） 上級問題集（第７版第１刷）内容 

練習問題 

正答・解説 ｐ．８９ 

問題７１ 

ア 作曲家Ａが有するその楽曲の貸与権は、Ａの
死後７０年の間存続するので、その間、その楽
曲の貸与権を侵害している業者Ｃに対して差し
止めを請求できる（５１条２項、１１２条１項）。し
かし、歌手Ｂが有する歌の実演の貸与権は、そ
のＣＤが最初に販売されてから１月以上１２月を
超えない範囲内しか機能しないので（９５条の３
第２項）、その期間を経過した場合は、差し止
めを請求できない。よって、本肢は誤り。 

エ 作曲家Ａが有するその楽曲の貸与権は、Ａの
死後７０年の間行使することができる（５１条２
項）。よって、本肢は誤り。 

ア 作曲家Ａが有するその楽曲の貸与権は、Ａの
死後５０年の間存続するので、その間、その楽
曲の貸与権を侵害している業者Ｃに対して差し
止めを請求できる（５１条２項、１１２条１項）。し
かし、歌手Ｂが有する歌の実演の貸与権は、そ
のＣＤが最初に販売されてから１月以上１２月を
超えない範囲内しか機能しないので（９５条の３
第２項）、その期間を経過した場合は、差し止
めを請求できない。よって、本肢は誤り。 

エ 作曲家Ａが有するその楽曲の貸与権は、Ａの
死後５０年の間行使することができる（５１条２
項）。よって、本肢は誤り。 

練習問題 

正答・解説 ｐ．９０ 

【関連条文】 

＜著作権法第５１条

２項＞ 

著作権は、この節に別段の定めがある場合を除
き、著作者の死後（共同著作物にあつては、最終
に死亡した著作者の死後。次条第一項において
同じ。）七十年を経過するまでの間、存続する。 

著作権は、この節に別段の定めがある場合を除
き、著作者の死後（共同著作物にあつては、最終
に死亡した著作者の死後。次条第一項において
同じ。）五十年を経過するまでの間、存続する。 

練習問題 

正答・解説 ｐ．９１ 

問題７５ 

私的使用の複製に関する著作権の権利制限規
定（３０条１項）は、著作隣接権に準用される（１０２
条１項）。著作権の譲渡に関する規定（６１条１項）
も著作隣接権に準用されており（１０３条１項）、著
作隣接権も譲渡することが可能である。権利侵害
行為に対する差止請求は、著作隣接権者も行うこ
とができる（１１２条１項）。著作隣接権の存続期間
は、原則として、実演に関しては実演から７０年（１
０１条２項１号）、レコードに関しては発行から７０
年（１０１条２項２号）、放送に関しては放送から５０
年（１０１条２項３号）、有線放送に関しては放送か
ら５０年（１０１条２項４号）である。 

私的使用の複製に関する著作権の権利制限規
定（３０条１項）は、著作隣接権に準用される（１０２
条１項）。著作権の譲渡に関する規定（６１条１項）
も著作隣接権に準用されており（１０３条１項）、著
作隣接権も譲渡することが可能である。権利侵害
行為に対する差止請求は、著作隣接権者も行うこ
とができる（１１２条１項）。著作隣接権の存続期間
は、原則として、実演に関しては実演から５０年（１
０１条２項１号）、レコードに関しては発行から５０
年（１０１条２項２号）、放送に関しては放送から５０
年（１０１条２項３号）、有線放送に関しては放送か
ら５０年（１０１条２項４号）である。 

練習問題 

正答・解説 ｐ．９６ 

問題８９ 

ア プログラムを実行するために必要に応じて行う
改変には、同一性保持権は及ばないと考えら
れる（２０条２項３号）。よって、本肢は問題（トラ
ブル）が発生する可能性が低い。 

ア プログラムを利用するために必要に応じて行う
改変には、同一性保持権は及ばないと考えら
れる（２０条２項３号）。よって、本肢は問題（トラ
ブル）が発生する可能性が低い。 

過去問題１ ｐ．１０９ 

問題２３ 

イ １９６０年７月７日に創作された小説の執筆者
が１９８０年３月３日に死亡した場合、当該小説
の著作物の保護期間の満了日は、２０５０年３
月３日である。 

エ その正体が一般には知られていない「歴史太
郎」というペンネームを使用する謎の新進気鋭
の小説家が、新聞に逐次公表している連載小
説につき、初回掲載日は２０１０年４月２日、最
終回掲載日が２０１２年３月２８日である場合、こ
の連載小説の保護期間の満了日は、２０８０年
１２月３１日である。 

イ １９６０年７月７日に創作された小説の執筆者
が１９８０年３月３日に死亡した場合、当該小説
の著作物の保護期間の満了日は、２０３０年３
月３日である。 

エ その正体が一般には知られていない「歴史太
郎」というペンネームを使用する謎の新進気鋭
の小説家が、新聞に逐次公表している連載小
説につき、初回掲載日は２０１０年４月２日、最
終回掲載日が２０１２年３月２８日である場合、こ
の連載小説の保護期間の満了日は、２０６０年
１２月３１日である。 

過去問題２ ｐ．１３０ 

問題２２ 

ア ソフトウェア開発会社がその名義で販売を開
始したソフトウェアの著作権の保護は、その公
表の時に始まり、公表後７０年をもって終了す
る。 

イ ある著名な芸能人が、文筆活動のときだけは
ペンネームを用いており、そのペンネームが誰
であるのか周知である場合、その芸能人がペン
ネームを用いて公表したエッセーの著作物の
保護期間は、そのエッセーの公表後７０年をも
って終了する。 

ア ソフトウェア開発会社がその名義で販売を開
始したソフトウェアの著作権の保護は、その公
表の時に始まり、公表後５０年をもって終了す
る。 

イ ある著名な芸能人が、文筆活動のときだけは
ペンネームを用いており、そのペンネームが誰
であるのか周知である場合、その芸能人がペン
ネームを用いて公表したエッセーの著作物の
保護期間は、そのエッセーの公表後５０年をも
って終了する。 
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過去問題１ 

正答・解説 ｐ．１５４ 

問題２３ 

イ 著作権は、この節に別段の定めがある場合を
除き、著作者の死後（共同著作物にあつては、
最後に死亡した著作者の死後。次条第１項に
おいて同じ。）７０年を経過するまでの間、存続
する（５１条２項）。ただし、ここでいう「死後７０
年」の計算は、死亡した日の属する年の翌年か
ら起算することになっている（５７条）。したがっ
て、この小説の著作物の保護期間は、小説家
が死亡した翌年である１９８１年１月１日から７０
年を経過した２０５０年１２月３１日までである。 

エ 無名又は変名の著作物の著作権は、その著
作物の公表後７０年を経過するまでの間、存続
する（５２条１項前段）。公表の時は、冊、号又
は回を追つて公表する著作物については、毎
冊、毎号又は毎回の公表の時によるものとし、
一部分ずつを逐次公表して完成する著作物に
ついては、最終部分の公表の時によるものとす
る（５６条１項）。本肢の小説のような逐次公表の
連載小説については、公表とは最終部分（最
終回）の公表のときによる。また、ここでいう「公
表後７０年」の計算は、公表した日の属する年
の翌年から起算することになっている（５７条）。
したがって、この連載小説の保護期間は、最終
回が公表された日の翌年である２０１３年１月１
日から７０年を経過した２０８２年１２月３１日まで
ということになる。 

イ 著作権は、この節に別段の定めがある場合を
除き、著作者の死後（共同著作物にあつては、
最後に死亡した著作者の死後。次条第１項に
おいて同じ。）５０年を経過するまでの間、存続
する（５１条２項）。ただし、ここでいう「死後５０
年」の計算は、死亡した日の属する年の翌年か
ら起算することになっている（５７条）。したがっ
て、この小説の著作物の保護期間は、小説家
が死亡した翌年である１９８１年１月１日から５０
年を経過した２０３０年１２月３１日までである。 

エ 無名又は変名の著作物の著作権は、その著
作物の公表後５０年を経過するまでの間、存続
する（５２条１項前段）。公表の時は、冊、号又
は回を追つて公表する著作物については、毎
冊、毎号又は毎回の公表の時によるものとし、
一部分ずつを逐次公表して完成する著作物に
ついては、最終部分の公表の時によるものとす
る（５６条１項）。本肢の小説のような逐次公表の
連載小説については、公表とは最終部分（最
終回）の公表のときによる。また、ここでいう「公
表後５０年」の計算は、公表した日の属する年
の翌年から起算することになっている（５７条）。
したがって、この連載小説の保護期間は、最終
回が公表された日の翌年である２０１３年１月１
日から５０年を経過した２０６２年１２月３１日まで
ということになる。 

過去問題１ 

正答・解説 ｐ．１５６ 

問題２７ 

ウ 実演家は、その実演を放送し、又は有線放送
する権利を専有する（９２条１項）が、録音・録画
権を有する者の許諾を得て録音され、又は録
画されている実演については、適用されない
（９２条２項２号イ）。ただし、放送事業者及び有
線放送事業者（以下この条及び第９７条第１項
において「放送事業者等」という。）は、第９１条
第１項に規定する権利を有する者の許諾を得
て実演が録音されている商業用レコード（送信
可能化されたレコードを含む。第９７条第１項及
び第３項において同じ。）を用いた放送又は有
線放送を行つた場合（営利を目的とせず、か
つ、聴衆又は観衆から料金を受けずに、当該
放送を受信して同時に有線放送を行つた場合
を除く。）には、当該実演（第７条第１号から第６
号までに掲げる実演で著作隣接権の存続期間
内のものに限る。次項から第４項までにおいて
同じ。）に係る実演家に二次使用料を支払わな
ければならない（９５条１項）。放送事業者が、
商業用レコードを用いた放送を行った場合は、
実演家に二次使用料を支払う必要がある。 

ウ 実演家は、その実演を放送し、又は有線放送
する権利を専有する（９２条１項）が、録音・録画
権を有する者の許諾を得て録音され、又は録
画されている実演については、適用されない
（９２条２項２号イ）。ただし、放送事業者及び有
線放送事業者（以下この条及び第９７条第１項
において「放送事業者等」という。）は、第９１条
第１項に規定する権利を有する者の許諾を得
て実演が録音されている商業用レコードを用い
た放送又は有線放送を行つた場合（営利を目
的とせず、かつ、聴衆又は観衆から料金を受け
ずに、当該放送を受信して同時に有線放送を
行つた場合を除く。）には、当該実演（第７条第
１号から第６号までに掲げる実演で著作隣接権
の存続期間内のものに限る。次項から第４項ま
でにおいて同じ。）に係る実演家に二次使用料
を支払わなければならない（９５条１項）。放送
事業者が、商業用レコードを用いた放送を行っ
た場合は、実演家に二次使用料を支払う必要
がある。 

過去問題１ 

正答・解説 ｐ．１５７ 

問題３０ 

エ 権利管理情報を故意に除去し、又は改変す
る行為は、当該権利管理情報に係る著作者人
格権、著作権、実演家人格権又は著作隣接権
を侵害する行為とみなす（１１３条４項２号）。 

エ 権利管理情報を故意に除去し、又は改変す
る行為は、当該権利管理情報に係る著作者人
格権、著作権、実演家人格権又は著作隣接権
を侵害する行為とみなす（１１３条３項２号）。 



 - 8 - 

該当箇所 改訂内容（下線部分） 上級問題集（第７版第１刷）内容 

過去問題２ 

正答・解説 ｐ．１６８ 

問題１３ 

エ 著作者の名誉又は声望を害する方法によりそ
の著作物を利用する行為は、その著作者人格
権を侵害する行為とみなす（１１３条７項）。著作
者又は実演家は、故意又は過失によりその著
作者人格権又は実演家人格権を侵害した者に
対し、損害の賠償に代えて、又は損害の賠償と
ともに、著作者又は実演家であることを確保し、
又は訂正その他著作者若しくは実演家の名誉
若しくは声望を回復するために適当な措置を
請求することができる（１１５条）。著作者又は実
演家の死後においては、その遺族（死亡した著
作者又は実演家の配偶者、子、父母、孫、祖
父母又は兄弟姉妹をいう。）は、当該著作者又
は実演家について第６０条又は第１０１条の３の
規定に違反する行為をする者又はするおそれ
がある者に対し第１１２条の請求を、故意又は
過失により著作者人格権又は実演家人格権を
侵害する行為又は第６０条若しくは第１０１条の
３の規定に違反する行為をした者に対し前条
の請求をすることができる（１１６条１項）。したが
って、子は美人画の撤去および謝罪文の掲示
を要求する権利を有する。 

エ 著作者の名誉又は声望を害する方法によりそ
の著作物を利用する行為は、その著作者人格
権を侵害する行為とみなす（１１３条６項）。著作
者又は実演家は、故意又は過失によりその著
作者人格権又は実演家人格権を侵害した者に
対し、損害の賠償に代えて、又は損害の賠償と
ともに、著作者又は実演家であることを確保し、
又は訂正その他著作者若しくは実演家の名誉
若しくは声望を回復するために適当な措置を
請求することができる（１１５条）。著作者又は実
演家の死後においては、その遺族（死亡した著
作者又は実演家の配偶者、子、父母、孫、祖
父母又は兄弟姉妹をいう。）は、当該著作者又
は実演家について第６０条又は第１０１条の３の
規定に違反する行為をする者又はするおそれ
がある者に対し第１１２条の請求を、故意又は
過失により著作者人格権又は実演家人格権を
侵害する行為又は第６０条若しくは第１０１条の
３の規定に違反する行為をした者に対し前条
の請求をすることができる（１１６条１項）。したが
って、子は美人画の撤去および謝罪文の掲示
を要求する権利を有する。 

過去問題２ 

正答・解説 ｐ．１７２ 

問題２１ 

エ 第３０条第１項に定める私的使用の目的をも
つて、録音録画有償著作物等（録音され、又は
録画された著作物又は実演等（著作権又は著
作隣接権の目的となつているものに限る。）で
あつて、有償で公衆に提供され、又は提示され
ているもの（その提供又は提示が著作権又は
著作隣接権を侵害しないものに限る。）をい
う。）の著作権又は著作隣接権を侵害する自動
公衆送信（国外で行われる自動公衆送信であ
つて、国内で行われたとしたならば著作権又は
著作隣接権の侵害となるべきものを含む。）を
受信して行うデジタル方式の録音又は録画を、
自らその事実を知りながら行つて著作権又は
著作隣接権を侵害した者は、２年以下の懲役
若しくは２００万円以下の罰金に処し、又はこれ
を併科する（１１９条３項）。私的複製の目的で、
Ｗｅｂサイト上の違法複製物をデジタル方式で
録音または録画した場合に刑事罰が科される
のは、有償で公衆に提供、提示されているもの
に限られるので、無償で公衆に提供されている
ものにはおよばない。 

エ 第３０条第１項に定める私的使用の目的をも
つて、有償著作物等（録音され、又は録画され
た著作物又は実演等（著作権又は著作隣接権
の目的となつているものに限る。）であつて、有
償で公衆に提供され、又は提示されているもの
（その提供又は提示が著作権又は著作隣接権
を侵害しないものに限る。）をいう。）の著作権
又は著作隣接権を侵害する自動公衆送信（国
外で行われる自動公衆送信であつて、国内で
行われたとしたならば著作権又は著作隣接権
の侵害となるべきものを含む。）を受信して行う
デジタル方式の録音又は録画を、自らその事
実を知りながら行つて著作権又は著作隣接権
を侵害した者は、２年以下の懲役若しくは２００
万円以下の罰金に処し、又はこれを併科する
（１１９条３項）。私的複製の目的で、Ｗｅｂサイト
上の違法複製物をデジタル方式で録音または
録画した場合に刑事罰が科されるのは、有償
で公衆に提供、提示されているものに限られる
ので、無償で公衆に提供されているものにはお
よばない。 
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過去問題２ 

正答・解説 ｐ．１７２ 

問題２２ 

ア 著作権の存続期間は、著作物の創作の時に
始まる（５１条１項）。法人その他の団体が著作
の名義を有する著作物の著作権は、その著作
物の公表後７０年（その著作物がその創作後７
０年以内に公表されなかつたときは、その創作
後７０年）を経過するまでの間、存続する（５３条
１項）。団体名義の著作物の保護期間は、公表
後７０年をもって終了するが、その始期は、あく
まで創作の時からである。 

イ 無名又は変名の著作物の著作権は、その著
作物の公表後７０年を経過するまでの間、存続
する。ただし、その存続期間の満了前にその著
作者の死後７０年を経過していると認められる
無名又は変名の著作物の著作権は、その著作
者の死後７０年を経過したと認められる時にお
いて、消滅したものとする（５２条１項）。 
変名の著作物における著作者の変名がその

者のものとして周知のものであるときは、前項の
規定は、適用しない（５２条２項１号）。著作権
は、この節に別段の定めがある場合を除き、著
作者の死後（共同著作物にあつては、最終に
死亡した著作者の死後。次条第一項において
同じ。）７０年を経過するまでの間、存続する（５
１条２項）。 
変名（ペンネーム）の著作物の保護は、公表

後７０年で終了するが、その変名が誰のもので
あるのか周知であるときは、本来どおり著作者
の死後７０年となる。 

ア 著作権の存続期間は、著作物の創作の時に
始まる（５１条１項）。法人その他の団体が著作
の名義を有する著作物の著作権は、その著作
物の公表後５０年（その著作物がその創作後５
０年以内に公表されなかつたときは、その創作
後５０年）を経過するまでの間、存続する（５３条
１項）。団体名義の著作物の保護期間は、公表
後５０年をもって終了するが、その始期は、あく
まで創作の時からである。 

イ 無名又は変名の著作物の著作権は、その著
作物の公表後５０年を経過するまでの間、存続
する。ただし、その存続期間の満了前にその著
作者の死後５０年を経過していると認められる
無名又は変名の著作物の著作権は、その著作
者の死後５０年を経過したと認められる時にお
いて、消滅したものとする（５２条１項）。 
変名の著作物における著作者の変名がその

者のものとして周知のものであるときは、前項の
規定は、適用しない（５２条２項１号）。著作権
は、この節に別段の定めがある場合を除き、著
作者の死後（共同著作物にあつては、最終に
死亡した著作者の死後。次条第一項において
同じ。）５０年を経過するまでの間、存続する（５
１条２項）。 
変名（ペンネーム）の著作物の保護は、公表

後５０年で終了するが、その変名が誰のもので
あるのか周知であるときは、本来どおり著作者
の死後５０年となる。 

過去問題２ 

正答・解説 ｐ．１７５ 

問題２８ 

エ 権利管理情報を故意に除去し、又は改変す
る行為は、当該権利管理情報に係る著作者人
格権、著作権、実演家人格権又は著作隣接権
を侵害する行為とみなす（１１３条４項２号）。 

エ 権利管理情報を故意に除去し、又は改変す
る行為は、当該権利管理情報に係る著作者人
格権、著作権、実演家人格権又は著作隣接権
を侵害する行為とみなす（１１３条３項２号）。 

過去問題２ 

正答・解説 ｐ．１８０ 

問題３９ 

４ 第３０条第１項、第３０条の３、第３１条第１項第
１号若しくは第３項後段、第３３条の２第１項若し
くは第４項、第３５条第１項、第３７条第３項、第
３７条の２本文（同条第２号に係る場合にあつて
は、同号。次項第１号において同じ。）、第４１
条から第４２条の３まで、第４３条第２項、第４４
条第１項若しくは第２項、第４７条第１項若しく
は第３項、第４７条の２又は第４７条の５第１項に
定める目的以外の目的のために、これらの規
定の適用を受けて作成された著作物の複製物
（次項第１号又は第２号の複製物に該当するも
のを除く。）を頒布し、又は当該複製物によつて
当該著作物の公衆への提示（送信可能化を含
む。以下同じ。）を行った者は、第２１条の複製
を行つたものとみなす（４９条１項１号）。いった
ん私的使用のための複製として複製された場
合であっても、その後私的使用以外の目的の
ために当該複製物を頒布し、または公衆に提
示した者は、（許諾のない）複製を行ったものと
みなされる。 

４ 第３０条第１項、第３０条の３、第３１条第１項第
１号若しくは第３項後段、第３３条の２第１項若し
くは第４項、第３５条第１項、第３７条第３項、第
３７条の２本文（同条第２号に係る場合にあつて
は、同号。次項第１号において同じ。）、第４１
条から第４２条の３まで、第４２条の４第２項、第
４４条第１項若しくは第２項、第４７条の２又は第
４７条の６に定める目的以外の目的のために、
これらの規定の適用を受けて作成された著作
物の複製物（次項第４号の複製物に該当するも
のを除く。）を頒布し、又は当該複製物によつて
当該著作物を公衆に提示した者は、第２１条の
複製を行つたものとみなす（４９条１項１号）。い
ったん私的使用のための複製として複製された
場合であっても、その後私的使用以外の目的
のために当該複製物を頒布し、または公衆に
提示した者は、（許諾のない）複製を行ったもの
とみなされる。 

 

以上 


